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知的生産性とは

・・・・・・

室内環境

改善など

• 知的作業の成果を得る効率のこと
• 仕事や勉強など

• 知的生産性の向上は利益の向上に直結

※画像はイメージです



研究内容

• 様々な研究内容が含まれる

集中指標

主観評価

実験用タスク開発

生理指標

実験設計

知的生産性
評価・向上

環境の提案

被験者実験

データ解析

= 2017年度卒論・修論の主な内容



被験者実験_集中指標

• 環境を変えて集中度を計測

• 室内環境の知的生産性の評価

疲労回復を促すような環境

休憩環境執務環境

作業効率を向上させるような環境

統合温熱制御

温熱環境に関する実験の様子

例えば



集中指標CTR

長期休息

作業状態

短期中断

非集中

集中



集中指標CTR

集中指標の解析
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執務中の覚醒度の向上

休憩中の疲労の回復促進

執務再開後のスムーズな作業復帰

知的作業 休憩

風

知的作業

一定の風
PMV：やや低

(‐0.18)

強風
PMV：低
( ‐0.81)弱風ゆらぎ

PMV：高
( 0.08)

PMV：予測温冷感申告

0.8[m/s]

1.8[m/s]

0.2～0.8[m/s]

※ mid

気流環境実験



提案環境：CTRが有意に高い傾向(p<0.05)

提案環境のほうが客観的・主観的に集中しやすい環境

環境評価アンケート（集中）CTR平均
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今後の研究

• 知的生産性を高める室内環境の提案・評価
• 様々な要素を含む室内の「空気環境」を総合的に提案

• 新たな評価指標の開発
• より詳細な集中状態の解析

• 生理指標のより効果的な活用

• もっと新たな視点から？

プログラミング
できる人も
募集中

研究テーマの
選択/作成は
かなり自由

企業との
共同研究に

興味があるなら◎


